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今
年
度
の
異
動
に
よ
り
、
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
か
ら
転
任

し
て
参
り
ま
し
た
。
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素

か
ら
更
生
保
護
活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
案
内
の
と
お
り
、
平
成
28
年
12
月
に
再
犯
防
止
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
12
月

に
は
、
国
の
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
更
生
保
護
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
は
、
更
生

保
護
制
度
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

再
犯
防
止
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
を
地
域
社
会
で
孤
立
さ
せ
な
い
支
援
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
の
は
、
罪
を
犯
し

た
人
に
寄
り
添
い
、
粘
り
強
く
そ
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
保
護
司
の

皆
様
の
地
道
な
活
動
で
す
。

市
川
浦
安
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
保
護
司
会
の
み
な
ら
ず
、

更
生
保
護
女
性
会
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
会
な
ど
の
各
更
生
保
護
協
力
団
体
と
も

精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
区
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
千

葉
保
護
観
察
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
と
共
に
、
地
区
の
充
実
発

展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
各
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
よ
り
一
層
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第69回　社会を明るくする運動
市川市  令和元年7月　3日（水）
浦安市  令和元年7月10日（水）

市川市 出陣式

浦安市 街頭キャンペーン

就
任
に
あ
た
っ
て

千
葉
保
護
観
察
所　
　
　
　

所
長　

鈴
木　

庄
市
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本
年
４
月
か
ら
浦
安
市
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
こ
の
４
月
に
長
年
生
活
し
て
い
た
新

潟
を
離
れ
、
初
め
て
関
東
で
の
生
活
を
開
始
し
ま
し

た
。
新
潟
で
は
車
で
移
動
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
（
車

が
な
け
れ
ば
不
便
な
土
地
柄
）
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
で

は
交
通
網
が
発
達
し
て
お
り
、
電
車
の
移
動
が
円
滑
な

一
方
、
利
用
者
も
多
い
た
め
、
満
員
電
車
で
押
し
つ
ぶ

さ
れ
る
確
率
も
高
い
な
ど
、
環
境
の
違
い
に
戸
惑
う
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

浦
安
市
の
保
護
司
の
方
々
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
皆
様
方
に
は
、
不
慣
れ
な

私
に
温
か
く
地
域
事
情
も
ご
教
示
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

日
頃
接
し
て
い
る
対
象
者
の
中
に
も
、
仕
事
や
家
庭

の
事
情
な
ど
で
転
居
を
強
い
ら
れ
る
者
も
多
く
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
自
分
を
律
す
る
こ
と
が
で

き
ず
生
活
が
崩
れ
て
し
ま
う
者
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
対

象
者
自
身
が
自
ら
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
持
て
る

よ
う
、
ま
た
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

保
護
司
の
皆
様
と
共
に
対
象
者
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
24
日
の
総
会
に
お
い
て
の
副
会
長
就
任
は
、
私

に
と
っ
て
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
引
き
受
け
た
以
上
は
保
護
司
の
本
分
で
あ
る
更
生

保
護
活
動
が
し
や
す
い
環
境
作
り
と
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
な
が
ら
も
研
修
会
等
を
通
し
て
保
護
司
と
し

て
研
鑽
を
積
め
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

現
在
、
当
地
区
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
充
足
率
で
定
員

100
人
の
と
こ
ろ
70
人
を
切
り
ま
し
た
。
新
し
い
保
護
司

を
発
掘
す
る
為
に
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
本
司
会
長
、

榎
本
副
会
長
と
共
に
諸
課
題
の
解
決
の
為
に
努
力
し
た

と
思
い
ま
す
。

４
月
24
日
の
総
会
に
お
い
て
、
当
地
区
の
副
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
運
動
で
あ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を

初
め
、
再
犯
防
止
に
関
す
る
宣
言
で
あ
る
「
犯
罪
に
戻

ら
な
い
、
戻
さ
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
国
民
の
皆

様
が
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
国
づ
く
り
に
参
加
協
力
願

え
る
よ
う
、
更
生
保
護
に
携
わ
る
私
達
保
護
司
は
、
地

域
の
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と
共
に
、
一
層
の
広
報
活
動

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

会
長
を
補
佐
し
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

千
葉
保
護
観
察
所　

浦
安
市
担
当
保
護
観
察
官

　

小
林　

貴
子

副
会
長
に
就
任
し
て朝倉　

忠
文
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

副
会
長
に
就
任
し
て

榎
本　

俊
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

市
川
市
担
当
保
護
観
察
官
は
引
き
続
き
後
藤
桂
次

様
が
担
当
さ
れ
ま
す
。

北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て

中
村　

龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

３
月
12
日
、教
誨
師
・
平
野
俊
興
氏
に「
被
収
容
者（
主

に
死
刑
確
定
者
）
と
宗
教
教
誨
」
と
の
演
題
で
以
下
の

と
お
り
お
話
を
伺
っ
た
。

被
収
容
者
の
精
神
的
救
済
等
を
目
的
と
す
る
教
誨
師

は
全
国
に
約
千
八
百
名
が
活
動
し
て
い
る
。

教
誨
は
、
多
人
数
に
対
す
る
教
誨
、
個
人
に
対
す
る

教
誨
等
を
行
う
が
、
死
刑
確
定
者
は
個
人
教
誨
の
み
で

あ
る
。
確
定
死
刑
囚
は
、
改
善
更
生
や
社
会
復
帰
を
目

的
と
し
て
い
な
い
が
、
心
情
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
施
設
収
容
は
逃
送
や
自
殺
等
の
防
止

と
、
刑
の
執
行
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
本
人
の

精
神
的
苦
悩
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
人
と
の
信
頼
関
係
が
無
け
れ
ば
不
安
は
増
幅

す
る
。
安
心
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
「
傾
聴
」（
深
い

レ
ベ
ル
で
相
手
を
理
解
し
気
持
ち
を
汲
み
取
り
共
感
す

る
聞
き
方
）
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
改
善
更
生
か
ら

社
会
復
帰
を
目
指
す
人
に
も
共
通
し
て
い
る
。
最
後
に

『
今
、
保
護
司
や
教
誨
師
等
が
連
携
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
』
と
話
を
結
ば
れ
た
。
平
野
氏

に
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
公
開
講
演
会
で
も

講
師
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て

�

及
川　

勝
行
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
泊
研
修
に
参
加
し
て

�

徳
永　

宏
明
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

令
和
元
年
春
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章
を
拝
受
致
し
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と
で
、
家
内
と
も
ど
も
大
変

う
れ
し
く
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

５
月
30
日
、
法
務
省
に
参
集
し
式
典
終
了
後
、
バ
ス

で
皇
居
へ
参
内
し
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
、
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

保
護
司
を
拝
命
し
25
年
余
り
、
大
勢
の
対
象
者
と
会

い
往
訪
・
来
訪
を
し
、
今
後
の
生
活
設
計
等
、
真
剣
に

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
解
除
後
、
赤
ん
坊
を
連
れ
て

来
た
人
や
仕
事
帰
り
に
顔
を
見
せ
に
来
た
人
。
そ
れ
ぞ

れ
皆
、明
る
い
表
情
で
楽
し
そ
う
な
様
子
を
見
た
と
き
、

自
分
の
し
た
こ
と
が
多
少
役
に
た
っ
た
の
か
な
と
う
れ

し
く
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
留
意
し
て
、
社
会
の
た
め
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
元
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
及
川
勝
行
氏
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

藍 

綬 

褒 

章　

及
川　

勝
行
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
31
年
２
月
26
日
に
静
岡
市
に
あ
る
駿
府
学
園
に

19
名
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。
本
施
設
は
、
非
行
性
の
進

ん
で
い
な
い
17
才
３
カ
月
未
満
の
男
子
が
収
容
（
最
大

88
人
収
容
）
さ
れ
る
短
期
（
６
カ
月
以
内
で
退
院
）
の

少
年
院
で
、
昭
和
15
年
に
設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。本

施
設
少
年
の
非
行
名
で
は
、
傷
害
43
％
、
強
盗

15
％
、
詐
欺
14
％
で
、
再
非
行
の
一
番
の
原
因
は
、
就

職
や
通
学
が
う
ま
く
い
か
ず
、
不
良
交
遊
を
再
開
し
て

し
ま
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

教
育
の
特
徴
と
し
て
、
農
業
体
験
で
は
、
短
期
収

容
の
た
め
に
サ
イ
ク
ル
の
早
い
作
物
の
種
を
植
え
て

の
実
習
や
、
本
施

設
自
営
に
よ
る
静

岡
な
ら
で
は
の
茶

摘
み
の
実
習
。
ま

た
、
学
業
の
意
欲

を
増
す
た
め
の
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
な
ど
が
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

庁
舎
は
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
た
め
明
る
く
、
施

設
が
大
通
り
を
挟
ん
で
左
右
に
あ
る
た
め
、
そ
の
大
通

り
の
上
に
両
施
設
を
つ
な
ぐ
空
中
回
廊
が
あ
る
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。
研
修
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と
は
、
私
た

ち
保
護
司
は
、
担
当
し
て
い
る
少
年
た
ち
が
、
今
後
、

非
行
や
犯
罪
と
は

決
別
し
、
将
来
へ
の

夢
や
希
望
を
持
っ

て
、
正
し
い
道
を
生

き
て
い
け
る
人
に

一
歩
で
も
近
づ
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
再
確
認

致
し
ま
し
た
。

受章者ご夫妻

平成31年2月26日�駿府学園

平成31年2月27日�富士山を背に

受
章
報
告

　

去
る
4
月
24
日
、
市

川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度

（
平
成
31
年
度
）
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
が

あ
り
、
役
員
人
事
に
一

部
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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退
任
に
あ
た
っ
て

椎
森　

研
眞
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長　
中
村
龍
民　

副
部
会
長　
真
島
節
子

　
　
　
　

中
嶋
貞
行　

中
溝
敬
子　

今
西
美
和
子

広
報
部
会

平
成
８
年
創
刊
の
本
紙
も
、
今
号
は
、
元
号
を
超
え

て
の
発
刊
と
な
り
ま
す
。
広
報
部
会
諸
先
輩
の
思
い
を

引
き
継
ぎ
、
令
和
も
、
よ
い
紙
面
作
り
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
部
会
長
・
副
部
会
長
が
交
代
い
た

し
ま
し
た
。�

（
中
村
）

編
集
後
記

新
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

岡
野　

正
宏
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

平
成
31
年
３
月
１
日
委
嘱

市
川　

恵
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

平
成
31
年
３
月
１
日
委
嘱

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

三
輪
惠
美
子
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
15
年
７
月
１
日
委
嘱
～　

�

平
成
31
年
４
月
15
日
退
任

椎
森　

研
眞
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
３
年
７
月
１
日
委
嘱　

�

令
和
元
年
６
月
30
日
退
任

金
子　

文
好
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
17
年
７
月
１
日
委
嘱
～　

�

令
和
元
年
６
月
30
日
退
任

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
元
年
度
）

９
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在
（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

９
月
11
日
（
水
）
～
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

一
泊
研
修
会
（
水
戸
刑
務
所
）

９
月
20
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

９
月
26
日
（
木
）�

理
事
会
・
第
二
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
市
川
市
文
化
会
館
）

10
月
７
日
（
月
）�

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
大
会

（
東
京
都
）

10
月
18
日
（
金
）�

一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

10
月
19
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）
浦
安
市
民
ま
つ
り　

10
月
25
日
（
金
）�

第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会
（
宇
都
宮
市
）

11
月
３
日
（
日
）�

い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り

11
月
中
旬
（
予
定
）�

理
事
会
・
第
三
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
市
川
市
文
化
会
館
）

11
月
15
日
（
金
）�

一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

11
月
19
日
（
火
）�

一
日
駐
在
（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

11
月
21
日
（
木
）
第
63
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
（
千
葉
市
）

12
月
20
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

役
員
の
紹
介

会　
　

長　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
本
司　

俊
喜

副�

会�

長　

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
朝
倉　

忠
文

副�

会�

長　

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
榎
本　

俊
夫

常
務
理
事　

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
中
嶋　

貞
行

会　
　

計　

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
齊
藤　

光
妙

理　
　

事　

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
湯
浅　

精
一

理　
　

事　

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
石
井　

孝
幸

理　
　

事　

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
戸
嶋　

智
員

理　
　

事　

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
瀧
澤　

勝
利

理　
　

事　

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
藤
澤
ち
よ
子

理　
　

事　

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）
松
本　

利
美

理　
　

事　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
宮
井　
　

洵

理　
　

事　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
加
藤
栄
三
郎

理　
　

事　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
三
輪　

哲
郎

理　
　

事　

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
山
﨑　
　

孝

理　
　

事　

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
岩
田　

文
親

理　
　

事　

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
中
村　

龍
民

理　
　

事　

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
齋
藤　

博
昭

理　
　

事　

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
馬
場　

九
重

監　
　

事　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
飯
田　

勝
子

監　
　

事　

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）
草
場　

聖
子

顧　
　

問　

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）
那
須　

隆
吉

平
成
３
年
７
月
の
保
護
司
拝
命
以
来
今
日
ま
で
私

は
、
観
察
所
の
文
書
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
の

意
識
・
無
意
識
か
ら
生
じ
る
様
々
な
行
動
に
も
注
意
を

払
い
、
ま
た
、
対
象
者
と
自
身
は
常
に
平
等
で
あ
る
と

の
念
を
も
っ
て
、
面
接
等
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
以
前
、
研
修
会
で
も
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
今
、
退
任
に
あ
た
り
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

前
常
務
理
事　

島
根　

太
真（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

去
る
令
和
元
年
八
月
十
二
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。（
在
籍
二
十
三
年
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

元
理
事　

畑
田　

玲
子
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

去
る
令
和
元
年
八
月
三
十
一
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。（
在
籍
十
六
年
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃　報
（敬称略）


